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研究成果の概要（和文）：日本人におけるポリフェノール摂取量の簡便かつ妥当な推定方法の確立するため、
「ポリフェノール摂取量のバイオマーカーとなりうる尿中ポリフェノール排泄量の測定」と、「ポリフェノール
摂取量推定のための簡易調査票の作成」の2点に着目した研究を行った。
本研究において、尿中ポリフェノール排泄量はポリフェノール摂取量のバイオマーカーとして有用である可能性
が示され、また、作成した簡易調査票から簡便にポリフェノール摂取量の推定が可能であることを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to establish a simple and reasonable method of 
estimating for polyphenol intake in Japanese, focusing on the two points, "Measurement of urinary 
polyphenol excretion that can be a biomarker of polyphenol intake" and "Preparation of a simple 
questionnaire for estimating polyphenol intake." 
The findings from our study suggested that urinary polyphenol excretion may be useful as a biomarker
 for polyphenol intake, and that polyphenol intake can be easily estimated from a new short-form 
food frequency questionnaire for polyphenol intake.

研究分野：食生活と栄養

キーワード： ポリフェノール
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトにおけるポリフェノールの疾病予防や健康増進に対する役割を明らかにするためには、ポリフェノール摂取
量の推定が必要不可欠である。これまで詳細な食事記録から推定を行ってきたが、疫学研究などへの応用を考え
た場合には、簡便かつ妥当な推定方法の確立が必要である。本研究でポリフェノール摂取量を簡便かつ妥当に推
定する方法を見出したことにより、関連研究分野の発展に貢献することが期待されると同時に、コホート研究な
どにおいて日本人のポリフェノール摂取量と疾病などとの関連性を検討できる可能性も秘めている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ヒトにおけるポリフェノールの疾病予防や健康増進に対する役割を明らかにするためには、
ポリフェノール摂取量の推定が必要不可欠である。研究代表者らはさまざまな食材のポリフェ
ノール含有量を測定し、日本人のポリフェノール摂取量や摂取源について報告してきた。食事記
録によるポリフェノール摂取量の推定の他、食物摂取頻度調査などによる推定を試みてきたが、
食事記録法においては多人数、多数日の調査実施は難しく、またデータ集計に多くの時間が必要
であるという問題点がある。さらに、既存の食物摂取頻度調査票を用いる方法においては日本で
ポリフェノール摂取源として一定の割合を占める調味料の摂取重量を詳細に求めることができ
ないという問題点があげられる。今後、大規模な集団におけるポリフェノール摂取量を求めるた
めには、詳細な食事記録に頼らずに推定する方法を見出す必要性がある。諸外国では、食物摂取
頻度調査票を用いてポリフェノール摂取量を推定した疫学研究が行われているが、日本のポリ
フェノールの摂り方は諸外国とは異なるため、諸外国で行われている食事調査方法をそのまま
日本人に当てはめることはできない。したがって、ポリフェノール摂取量を推定するための日本
人の食生活に基づいた簡易調査票を開発する必要がある。 
 食事から摂取したポリフェノール量のバイオマーカーとして、尿中のポリフェノール濃度の
有用性が期待されている。血中のポリフェノールは代謝スピードが速く採血時間によって血中
濃度が大きく異なるが、尿中のポリフェノールは血中ほど採取時間による差はみられないとさ
れ、諸外国では疫学研究においても尿中ポリフェノール濃度と疾病との関係性が少しずつ報告
されはじめている。しかしながら、日本では尿中ポリフェノールに関する報告はまだ少なく、特
に、総ポリフェノール排泄量を測定した研究は報告されていないため、日本人における尿中ポリ
フェノール排泄量とポリフェノール摂取量との関連性を明らかにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ポリフェノール摂取量の簡便かつ妥当な推定方法を確立することを目的とし、下記
の 2点に着目した研究を行った。 
 
（1）ポリフェノール摂取量のバイオマーカーとなりうる尿中ポリフェノール排泄量の測定 
尿中ポリフェノール濃度を測定し、尿中ポリフェノール排泄量の推定方法を確立する。ポリフ
ェノール摂取量のバイオマーカーとしての有用性を検討する。 
 
（2）ポリフェノール摂取量推定のための簡易調査票の作成 
ポリフェノール摂取量を比較的短時間にある程度の精度をもって推定できる簡易な調査票を
作成する。その調査票の妥当性を検討する。 
 
３．研究の方法 
（1）ポリフェノール摂取量のバイオマーカーとなりうる尿中ポリフェノール排泄量の測定 
① 尿中総ポリフェノール排泄量の測定方法の確立 
試験協力者から採取した 2 種類の尿サンプル（早朝尿、24 時間蓄尿）に、尿酸などポリフェ
ノール以外の還元性物質の影響を取り除くためにカラムカートリッジを用いて前処理を行った
後、Folin-Ciocalteu 法にて総ポリフェノール濃度を測定した。早朝尿は尿中クレアチニン濃度
を測定することで、24 時間蓄尿は一日の尿量を用いることで、一日の尿中総ポリフェノール排
泄量を推定した。 
② 尿中総ポリフェノール排泄量の検討 
ポリフェノール摂取量を増やすと尿中ポリフェノール排泄量が増すことを確認する試験を行
った。試験協力者からポリフェノール摂取を制限した日とポリフェノール摂取を推奨した日そ
れぞれに採取した 2 種類の尿サンプル（早朝尿、24 時間蓄尿）の尿中総ポリフェノール濃度を
測定し、一日の尿中総ポリフェノール排泄量を推定した。 
③ 尿中総ポリフェノール排泄量とポリフェノール摂取量との関連性の検討 
尿中総ポリフェノール排泄量とポリフェノール摂取量との間の関連性を検討する試験を行っ
た。試験協力者から採取した 2 種類の尿サンプル（早朝尿、24 時間蓄尿）の尿中総ポリフェノ
ール濃度を①で確立した方法にて測定し、一日の尿中総ポリフェノール排泄量を推定した。ポリ
フェノール摂取量は、尿採取前 4 日間の食事記録と我々が有するポリフェノール含有量データ
ベースを用いて算出した。 
 
（2）ポリフェノール摂取量推定のための簡易調査票の作成 
① 簡易調査票の作成 
簡便にポリフェノール摂取源を推定できるよう、10 品目程度の飲料や食品の摂取頻度や食生
活状況を問い、スコアで評価できる簡易調査票の作成を行った。 
② 簡易調査票の妥当性の検討 



（1）③の尿採取の調査において、4 日間の食事記録の他、これまでに使用していたポリフェ
ノール摂取量調査票と、①で作成した簡易調査票によって食事調査を行った。簡易調査票から推
定したポリフェノール摂取量と、食事記録から推定したポリフェノール摂取量との間の相関関
係や、評価法による値の差について検討することで、簡易調査票の妥当性を評価した。 
 
４．研究成果 
（1）ポリフェノール摂取量のバイオマーカーとなりうる尿中ポリフェノール排泄量の測定 
① 尿中総ポリフェノール排泄量の測定方法の確立 
尿サンプル中のポリフェノール濃度ならびにクレアチニン濃度や 24 時間尿量を測定すること
で、一日の尿中ポリフェノール排泄量を推定する方法を確立した。 
確認のために行った小規模な試験において、総ポリフェノール摂取量と早朝尿中のポリフェ
ノール排泄量との間に関連性はみられなかったものの、総ポリフェノール摂取量と 24 時間蓄尿
中のポリフェノール排泄量との間には有意な関連性が認められたことから、24 時間蓄尿中のポ
リフェノール排泄量はポリフェノール摂取量のバイオマーカーとして有用である可能性が示唆
された。その成果は、第 23 回日本フードファクター学会学術集会/第 12回日本ポリフェノール
学会学術集会/第 15回日本カテキン学会年次学術集会合同学術集会で発表した。 
② 尿中総ポリフェノール排泄量の検討 
同一個人において、ポリフェノール摂取量を増やすと尿中ポリフェノール排泄量が増加する
ことを確認したことから、尿中ポリフェノール排泄量はポリフェノール摂取量を反映している
可能性が高いことが示された。 
③ 尿中総ポリフェノール排泄量とポリフェノール摂取量との関連性の検討 
日本人男女 60 名を対象とした試験において、尿中ポリフェノール排泄量とポリフェノール摂
取量との間に関連性が認められたことから、尿中ポリフェノール排泄量はポリフェノール摂取
量のバイオマーカーとして有用である可能性が示唆された。解析結果をまとめ、現在論文投稿準
備中である。 
 
（2）ポリフェノール摂取量推定のための簡易調査票の作成 
① 簡易調査票の作成 
これまでに集積してきた日本人のポリフェノール摂取状況を調査したデータから、ポリフェ
ノール摂取源として重要な食材やその使用量を集計し、調査票の案を作成した。作成した調査票
の案と申請者らが集めたこれまでの研究データとの整合性を何度も確認することで、精度の高
い調査票を目指し、4品目の食品と 8品目の飲料の摂取頻度からポリフェノール摂取量を推定で
きる簡易調査票を作成した（表１）。 
 
表 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 簡易調査票の妥当性の検討 
我々がこれまでに用いてきたポリフェノール摂取量を推定するための食物摂取頻度調査票と、
今回作成した簡易調査票の妥当性を検討した。日本人男女 60 名を対象とした試験において、食
物摂取頻度調査票および簡易調査票から推定した摂取量はいずれも食事記録による摂取量と差
はなく、強い正の相関が認められたことから、食物摂取頻度調査票および簡易調査票によって日
本人のポリフェノール摂取量の推定が可能であると考えられた（表 2）。その成果は、J. Nutr. 



Sci. Vitaminol.誌に論文発表した。 
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